
　中小企業者と農林漁業者とが連携して行う事業を支援する農
商工等連携促進法が施行されて初めての認定式が９月19日に行
われ、農業生産法人㈲桃源と㈲日吉製菓及び㈲本田商店といず
も八山椒㈲との連携事業が第１号認定を受けました。

（８ページに関連記事）
（写真提供　雲南市役所・㈲本田商店・㈲桃源）

農商工等連携事業計画の
　　　　第１号認定を受けました

●第48回 商工会全国大会…………………………
●経営革新塾　～後継者育成コース………………
●女性のための創業塾………………………………
●しまね地域資源産業活性化基金助成事業
　　　　　　　　　　　　　　２事業を採択……
●地域力連携拠点
　　　　　「農商工連携事業」促進セミナー……
●緊急保証制度が始まりました……………………
●緊急金融相談窓口を設置…………………………
●県連が「優秀 地域力連携拠点」を受賞……… 
●農商工等連携事業　第１号認定…………………
●訃報　雲南市商工会長……………………………
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大
会
で
は
、
大
会
会
長
の
あ
い
さ

つ
や
来
賓
祝
辞
、
意
見
表
明
お
よ
び

そ
れ
に
基
づ
く
大
会
決
議
等
が
行
わ

れ
た
。
こ
こ
で
は
、
あ
い
さ
つ
や
祝

辞
の
さ
わ
り
を
ご
紹
介
す
る
。
い
ず

れ
に
対
し
て
も
盛
大
な
拍
手
が
沸
き

あ
が
っ
た
。

清
家
会
長
：
地
域
や
地
域
の
産
業
を

支
え
て
い
る
の
は
小
規
模
事
業
者

で
あ
り
、
そ
の
皆
さ
ん
を
支
え
て

い
る
の
は
商
工
会
で
あ
る
。
商
工

会
議
所
と
の
合
併
の
話
も
あ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
踏
ま
え
、
高
め
あ
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

麻
生
総
理
大
臣
：
各
地
を
回
り
、
商

工
会
地
区
は
非
常
に
厳
し
い
こ
と

を
実
感
し
た
。
一
生
に
一
度
の
経

済
の
大
き
な
変
化
に
直
面
し
て
い

る
。
地
域
を
守
る
原
動
力
は
皆
さ

ん
に
あ
る
。
官
民
一
体
と
な
っ
て

一
緒
に
や
ろ
う
で
は
な
い
か
。

二
階
経
済
産
業
大
臣
：
金
融
危
機
が

世
界
的
規
模
で
中
小
企
業
に
押
し

寄
せ
て
い
る
。
私
達
は
何
と
か
皆

さ
ん
の
お
役
に
立
ち
た
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
商
工
会
議

所
と
の
合
併
の
話
が
あ
る
が
、
私

が
経
済
産
業
大
臣
で
あ
る
限
り
安

易
な
こ
と
は
や
ら
な
い
。

細
田
自
民
党
幹
事
長
：
日
本
は
石
油

危
機
等
、
い
ろ
い
ろ
な
危
機
を
克

服
し
て
き
た
。
今
の
経
済
危
機
も

必
ず
乗
り
越
え
ら
れ
る
。
一
緒
に

や
っ
て
い
く
。

太
田
公
明
党
代
表
：
中
小
企
業
の
味

方
は
公
明
党
だ
と
い
う
こ
と
を
宣

言
す
る
。

岡
村
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
：
商
工

会
と
緊
密
な
連
携
を
保
っ
て
い
き

た
い
。

鳩
山
民
主
党
幹
事
長
（
遅
れ
て
参

加
）
：
中
小
企
業
、
商
工
会
こ
そ

国
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
。
中
小

企
業
い
じ
め
対
策
法
案
を
作
る
な

ど
、
全
力
を
挙
げ
て
支
援
申
し
上

げ
た
い
。

（
記
録
に
不
正
確
な
と
こ
ろ
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
許
し
く
だ
さ

い
。
文
責 

県
連
専
務 

金
築
）

商工会全国大会式典（東京ＮＨＫホール）

県内から参加した商工会関係者

　

事
業
推
進
優
良
商
工
会
等
と
し
て

「
福
祉
共
済
」、「
商
工
貯
蓄
共
済
」

の
計
二
十
二
商
工
会
等
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
代
表
が
受
賞
し
た
。

　

な
お
、
島
根
県
関
係
の
表
彰
は
次

の
と
お
り
。

【
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
】

○
優
良
商
工
会
青
年
部

　
　

吉
賀
町
商
工
会
青
年
部

○
優
良
商
工
会
女
性
部

　
　

飯
南
町
商
工
会
青
年
部

【
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
】

○
役
員
功
労
者　
　

二
十
九
名

○
優
良
常
勤
職
員　
　
　

二
名

　
　
　
　
　
　

計　

三
十
一
名

○
事
業
推
進
優
良
商
工
会
等

　

商
工
貯
蓄
共
済（
新
規
加
入
口
数
）

　
　
　
　

出
雲
商
工
会

　

全
国
大
会
終
了
後
、
森
﨑
県
連
会

長
お
よ
び
金
築
専
務
理
事
は
、
衆
議

院
議
員
の
細
田
博
之
氏
、
竹
下
亘
氏
、

亀
井
久
興
氏
、
参
議
院
議
員
の
青
木

幹
夫
氏
、
亀
井
亜
紀
子
氏
の
五
名
と

参
議
院
全
国
区
選
出
の
松
村
祥
史
氏

を
訪
問
し
、
大
会
決
議
さ
れ
た
陳
情

書
に
よ
り
陳
情
を
行
っ
た
。

優
良
商
工
会
等
の
表
彰

県
選
出
議
員
等
に　
　

　
　

大
会
決
議
を
陳
情

大
会
あ
い
さ
つ
・
来
賓
祝
辞

　

第
四
十
八
回
商
工
会
全
国
大
会
が
、
十
一
月
二
十
七
日

午
後
一
時
か
ら
、
麻
生
内
閣
総
理
大
臣
、

二
階
経
済
産
業
大
臣
、
細
田
自
民
党
幹
事
長
、
太
田
公
明
党
代
表
、
岡
村
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
、

中
小
企
業
庁
長
官
、
ま
た
多
く
の
国
会
議
員
等
の
列
席
を
得
て
、
全
国
各
地
か
ら
約
三
千
人
の
会
員

が
参
加
し
、
東
京
渋
谷
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

今
大
会
は
全
体
を
貫
く
二
本
の
大
き
な
柱
が
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
本
大
会
の

テ
ー
マ
と
も
な
っ
て
い
る
百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
大
き
な
経
済
危
機
へ
の
対
応
と
、
さ
ら
に
商
工

会
議
所
と
の
関
係
を
軸
と
す
る
今
後
の
商
工
会
の
あ
り
方
に
か
か
る
問
題
で
あ
る
。

　

本
県
か
ら
は
各
商
工
会
か
ら
二
十
二
名
の
役
職
員
が
参
加
し
、
本
会
の
進
行
を
見
守
っ
た
。

『
金
融
・
経
済
安
定
、
中
小
企
業
危
機
突
破
決
起
大
会
』

商
工
会
全
国
大
会
の
開
催

商
工
会
全
国
大
会
の
開
催

第
四
十
八
回

大会決議（意見表明）

Ⅰ．実効性のある経済対策の早期実施
Ⅱ．小規模企業支援充実のための商工会の機能強化
Ⅲ．小規模企業に対する国・地方自治体の支援の拡充

小規模・零細企業対策予算の拡充など３項目

Ⅳ．地域産業を支える中小企業への支援強化
地域資源を活用する中小企業の支援など９項目

Ⅴ．中小企業金融政策の充実・活力向上のための税制措置
原油・原材料価格の高騰に対する中小企業対策など３項目

Ⅵ．地域格差是正に向けたまちづくりの推進
地域コミュニティの再生の支援など５項目

Ⅶ．会員サービス強化の観点からの商工会組織体制の強化
巡回指導の推進・強化による会員増強等の積極的取り組みなど６項目
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島
根
県
商
工
会
連
合
会
と
島
根
県

商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
主
催
に
よ

る
平
成
二
十
年
度
経
営
革
新
塾
を
、

浜
田
市
の
『
い
わ
み
ぷ
ら
っ
と
』
を

会
場
に
、
九
月
二
十
四
日
か
ら
十
月

二
十
九
日
の
一
か
月
間
に
全
七
回
の

コ
ー
ス
で
開
催
し
、
三
十
二
名
の
受

講
生
が
学
び
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
講
師
に
伊
豆
田
功
氏

（（
㈱
ア
イ
ム
サ
プ
ラ
イ
）、
金
原
光

広
氏
（
㈲
グ
レ
フ
コ
ン
サ
ル
）
、
岡

本
泰
之
氏
（
岡
本
診
断
士
事
務
所
）
、

久
保
田
浩
二
氏
（
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
）
の
四
名
の
専
門
講
師
を
招

い
て
開
講
し
ま
し
た
が
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
県
青

連
の
事
業
承
継
委
員
会
で
検
討
を

し
、
そ
の
検
討
結
果
を
要
望
し
た
も

の
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

第
一
回
目
の
講
師
の
伊
豆
田
氏

は
、
家
業
を
継
い
だ
後
継
者
と
し
て

の
失
敗
談
や
様
々
な
経
験
か
ら
、
そ

の
後
現
在
の
仕
事
に
就
く
ま
で
の
経

緯
を
ふ
ま
え
て
、
事
業
承
継
に
あ

た
っ
て
の
心
構
え
や
、
そ
の
た
め
に

事
前
に
や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
な

ど
、
大
変
わ
か
り
や
す
い
講
義
で
、

の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
発
表
を
行
い

ま
し
た
が
、
発
表
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
の
中
身
に
対
し
て
決
し
て
批
判
を

し
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
を
設
け
、
参

加
者
全
員
が
自
ら
の
プ
ラ
ン
を
話

し
、
そ
れ
に
対
す
る
建
設
的
な
意
見

や
質
問
を
行
う
な
ど
、
極
め
て
有
意

義
な
最
終
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
会
場
が
浜
田
市
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
大
半
が
石
見
部
か
ら

の
参
加
者
で
占
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

片
道
一
時
間
以
上
、
二
時
間
以
上
か

か
る
地
域
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
、

そ
の
熱
心
な
受
講
態
度
に
講
師
の
先

生
も
非
常
に
感
激
し
「
こ
の
姿
勢
が

あ
れ
ば
、
こ
の
厳
し
い
経
営
環
境
も

乗
り
切
れ
る
」
と
エ
ー
ル
を
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
受
講
生
は
建
設
業
、
サ
ー

受
講
生
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
ま
し

た
。

　

二
回
目
か
ら
は
、具
体
的
に
事
業
、

財
務
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
人
と
組

織
の
あ
り
か
た
、金
融
な
ど
後
継
者
・

若
手
経
営
者
に
求
め
ら
れ
る
テ
ー
マ

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、班
別
に
分
か
れ
て
、

こ
れ
ま
で
の
研
修
成
果
を
踏
ま
え
て

ビ
ス
業
、
小
売
業
な
ど
様
々
な
業
種

で
し
た
が
、
社
会
福
祉
法
人
の
経
営

者
・
後
継
者
も
お
り
、
福
祉
事
業
に

も
経
営
者
と
し
て
の
力
量
が
必
要
な

時
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
を
支

え
る
様
々
な
産
業
の
経
営
者
に
対
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
本
講
座
の
よ
う
な

企
画
が
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
く

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

な
お
、
全
講
座
を
出
席
し
修
了
証

を
授
与
し
た
受
講
生
は
十
三
名
で
し

た
が
、
平
日
開
催
の
う
え
交
通
事
情

な
ど
も
考
慮
す
る
と
、
非
常
に
高
い

皆
勤
率
で
し
た
。

創
業
人
材
育
成
事
業

『
経
営
革
新
塾　
～
後
継
者
育
成
コ
ー
ス

』

浜
田
市
「
い
わ
み
ぷ
ら
っ
と
」
で
、
開
催
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一
日
目
は
、
開
校
式
の
後
、
最
初

に
、
創
業
者
の
体
験
談
と
し
て
、
創

業
塾
の
卒
業
生
で
、
浜
田
で
カ
フ
ェ

を
経
営
さ
れ
て
い
る
稲
元
み
ゆ
き
さ

ん
よ
り
「
起
業
と
い
う
生
き
方
」
と

題
し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
同
じ
悩
み
を
分
か
ち
合
え
る
企

業
仲
間
と
、
自
分
自
身
の
目
標
を
持

つ
こ
と
が
重
要
で
、
迷
い
が
あ
っ
た

ら
一
歩
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
一
人
三
分
の
持
ち
時
間
で

自
己
紹
介
を
行
い
、
創
業
塾
に
参
加

し
た
き
っ
か
け
、
創
業
の
夢
等
に
つ

い
て
語
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
後
、
創

業
の
流
れ
に
つ
い
て
布
野
講
師
よ
り

講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
カ
フ
ェ
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
を
、
九
班
に
分
か
れ

店
名
や
役
割
分
担
を
決
め
実
施
。
和

気
あ
い
あ
い
と
和
や
か
な
雰
囲
気

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
深
め

な
が
ら
経
営
の
疑
似
体
験
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
塩
田
講
師
よ
り
財
務
の
基

礎
知
識
を
学
び
演
習
問
題
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

つ
い
て
布
野
講
師
か
ら
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
ア
イ
デ

ア
創
出
方
法
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、「
前
期
高
齢
者
向
け
」「
働

く
女
性
向
け
」「
携
帯
電
話
」
の
三

つ
の
テ
ー
マ
で
、新
た
な
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ

ン
グ
を
行
い
、
発
表
を
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
昨
年
の
創
業
塾
卒
業
生
で

起
業
さ
れ
た
牛
尾
洋
子
さ
ん
（
手
織

り g
a
llery

・n
u
n
ob

ox

）、
西
尾
文

美
枝
さ
ん
（
自
家
焙
煎
珈
琲
香
房
は

ぜ
屋
）
を
招
き
、
布
野
講
師
を
交
え

体
験
談
を
ト
ー
ク
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

講
義
終
了
後
、
交
流
会
を
開
催
、

三
十
八
名
が
参
加
し
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

四
日
目
・
五
日
目
は
、
事
業
計
画

策
定
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
た

後
、
創
業
予
定
の
飲
食
・
雑
貨
・
も

の
づ
く
り
・
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・

サ
ー
ビ
ス
の
班
に
分
か
れ
、
計
画
書

の
作
成
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
講
者
同
士
で
情
報
交
換
を
し
な

が
ら
、
参
考
資
料
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
の
情
報
収
集
を
行
い
、

夢

の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
み
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
布
野
・
塩
田
両
講

師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
を
回

り
、
フ
ォ
ロ
ー
と
個
別
の
相
談
を
行

い
ま
し
た
。

　

六
日
目
は
、
出
席
さ
れ
た
三
十
三

名
の
方
全
員
に
計
画
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
一
人
五
分
～
十
分
の
持
ち
時
間

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
創
業
へ
の
熱

い
思
い
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
、
講

師
・
受
講
生
が
発
表
者
へ
の
コ
メ
ン

ト
を
書
き
、エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

発
表
終
了
後
、
両
先
生
か
ら
講
評
を

い
た
だ
き
、
高
橋
事
務
局
長
よ
り
修

了
証
（
二
十
七
名
）
の
授
与
と
閉
会

の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
全
日
程
を
終

了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
十
月
二
十
六
日
に
事
業

計
画
を
よ
り
具
体
化
す
る
た
め
に
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
講
師
は
引
き
続
き
、
布

野
・
塩
田
両
講
師
に
お
願
い
し
、
創

業
へ
の
流
れ
の
復
習
、
事
業
計
画
に

つ
い
て
の
再
点
検
を
行
い
、
実
際
の

失
敗
事
例
か
ら
創
業
に
当
た
っ
て
の

注
意
点
等
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
個
別
相
談
で
は
七
名
の
相

談
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き
、
創

業
に
向
け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を

終
了
し
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
七
日
～
十
月
十
二
日
の
土
・
日
の
六
日
間
、
財
団
法
人
し
ま
ね

女
性
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
、
「
女
性
の
た
め
の
創
業
塾
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

県
内
各
地
よ
り
三
十
九
名
が
参
加
し
、
創
業
に
向
け
て
の
心
構
え
や
流
れ
、

財
務
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
知
識
、
事
業
計
画
書
の
作
成
か
ら
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
講
師
は
、
中
小
企
業
診
断

士
の
布
野
眞
由
美
さ
ん
、
塩
田
典
照
さ
ん
に
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
女
性
の
た
め
の
創
業
塾
」開
催

夢
は
私
に
も
実
現
で
き
る
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平
成
二
十
年
十
一
月
十
一
日
「
浜

田
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
」、
平
成

二
十
年
十
一
月
十
七
日
「
テ
ク
ノ

ア
ー
ク
し
ま
ね
」
で
、
農
林
漁
業
者
、

商
工
業
者
、
支
援
機
関
職
員
な
ど
を

対
象
に
「
農
商
工
連
携
事
業
」
促
進

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
国
管
内
の
先
進
的
取
組
事
例
と

し
て
、
松
江
会
場
で
は
有
限
会
社
漂

流
岡
山
の
代
表
取
締
役 

阿
部
憲
三

氏
の
「
顔
の
見
え
る
県
農
産
物
の
販

売
促
進
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
阿
部
氏
は
、
県
連
の
創
業
塾

で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
岡
山
の
本
当

の
お
い
し
さ
の
あ
る
果
物
を
売
っ
て

い
こ
う
と
志
を
持
た
れ
、
若
手
農
家

の
理
解
と
協
力
を
得
て
、「
マ
ー
ケ
ッ

ト
イ
ン
」
で
事
業
を
行
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。

　

県
内
の
法
認
定
事
例
で
は
、
キ
ョ
ー

ワ
ガ
ス
産
業
株
式
会
社
の
石
飛
代
表

取
締
役
社
長
が
「
出
雲
産
の
果
物
を

活
用
し
た
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
商
品
の

改
良
・
開
発
及
び
販
路
拡
大
」
に
つ

い
て
、
株
式
会
社
ワ
コ
ム
ア
イ
テ
ィ

の
今
岡
克
己
専
務
取
締
役
が
「
畜
産

業
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
す
る
分
娩

見
守
り
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
Ⅰ
Ｔ
利
活

用
の
普
及
」
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

「顔の見える県農産物の販売促
進」と題して講演する阿部氏

認定を受けたドライフルーツ商品
について講演するキョーワガスの
石飛社長

№ 申請者 所在地 事業名

１
株式会社
イトハラ
水産

松江市
こだわり玄米がゆ
新商品開発プロ
ジェクト

２
有限会社
トリコン

邑南町
「銀王国　まぶら
とう」の改良と販
売体制の確立

し
ま
ね
地
域
資
源
産
業

活
性
化
基
金
事
業
と
は

地
域
力
連
携
拠
点

「
農
商
工
連
携
事
業
」

促
進
セ
ミ
ナ
ー

　

十
月
二
十
七
日
に
公
募
を
締
め

切
っ
た
「
し
ま
ね
地
域
資
源
産
業
活

性
化
基
金
」
助
成
事
業
の
第
三
回
審

査
会
を
十
一
月
二
十
六
日
サ
ン
ラ

ポ
ー
む
ら
く
も
（
松
江
市
殿
町
）
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
審
査
会
で
、
申
請
事
業
者
か

ら
の
熱
意
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
後
慎
重
な
審
査
の
結
果
、

次
の
二
件
の
申
請
事
業
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
採
択
さ
れ
た
二
件
は
、
い
ず

れ
も
商
品
化
へ
の
期
待
と
地
元
へ
の

波
及
効
果
な
ど
が
評
価
さ
れ
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
回
の

公
募
は
平

成
二
十
一

年
春
に
予

定
し
て
お

り
ま
す
の

で
、
地
元

商
工
会
へ

お
気
軽
に

ご
相
談
く

だ
さ
い
。

事
業
概
要

　

農
林
水
産
品
、
鉱
工
業
品
、
加
工

技
術
、
観
光
資
源
な
ど
の
地
域
資
源

を
活
用
し
た
新
商
品
、
新
サ
ー
ビ
ス

の
研
究
開
発
・
販
路
開
拓
の
初
期
段

階
の
事
業
に
つ
い
て
必
要
な
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

　

県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企

業
者
、
事
業
協
同
組
合
、
協
業
組
合
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
創
業
者
な
ど

助
成
率　

１
／
２
以
内

助
成
金　

五
〇
万
円
～
五
〇
〇
万
円

助
成
期
間　

二
年
以
内

し
ま
ね
地
域
資
源
産
業
活
性
化
基
金
助
成
事
業

二
事
業
を
採
択



中小企業を支援する「商工会」からのお知らせです！

中小企業の資金繰り支援のため
10月31日から緊急保証制度が始まりました

　

商
工
会
で
は
、
危
機
に
直
面
し
て

い
る
中
小
企
業
に
対
し
て
、
組
織
を

挙
げ
て
最
大
限
の
支
援
を
行
な
う
こ

と
と
し
、
「
金
融
相
談
窓
口
」
を
設

置
す
る
と
共
に
中
小
企
業
の
皆
様
の

現
状
に
応
じ
た
最
適
な
資
金
繰
り
に

向
け
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
島
根
県
で
は
県
制
度
資
金

に
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
五
号
認
定
を

活
用
し
た
資
金
繰
り
円
滑
化
支
援
緊

急
資
金
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
商
工
会
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

緊
急
金
融
相
談
窓
口
を
設
置

698 77

698
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島
根
県
商
工
会
連
合
会
が
、
優
秀

地
域
力
連
携
拠
点
と
し
て
中
国
経
済

産
業
局
長
賞
を
受
賞
し
、
去
る
十
二

月
三
日
、
広
島
市
内
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
力
連
携
拠
点
は
、
が
ん
ば
る

中
小
企
業
の
支
援
拠
点
と
し
て
国
が

全
国
の
商
工
会
連
合
会
や
商
工
会
議

所
な
ど
三
百
十
六
箇
所
に
設
置
し
た

足
度
の
高
い
優
秀
な
地
域
力
連
携
拠

点
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
地
域

で
は
当
会
を
含
む
六
団
体
が
局
長
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
当
会
の
地
域
力
連
携
拠
点

は
、
農
商
工
連
携
や
地
域
資
源
活

用
、
経
営
革
新
な
ど
企
業
の
新
た
な

取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
た
こ

と
と
、
商
工
会
と
の
連
携
に
よ
る
き

め
細
か
な
支
援
を
行
っ
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
表
彰
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

長
尾
正
彦
局
長
か
ら
表
彰
状
を
受

け
取
っ
た
森
﨑
禔
璋
会
長
は
、
受
賞

者
を
代
表
し
て
「
地
域
活
性
化
の
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
な
が

ら
、
企
業
の
経
営
力
向
上
を
支
援
す

る
活
動
を
積
極
的
に
押
し
進
め
て
行

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

企
業
の
元
気
は
、
地
域
の
元
気
！


こ
の
表
彰
を
契
機
に
さ
ら
に
商
工
会

と
の
連
携
を
強
化
し
、「
商
工
会
の

地
域
力
連
携
拠
点
」
と
し
て
、
企
業

の
み
な
さ
ん
の
経
営
課
題
の
解
決
に

向
け
て
、
専
門
家
を
無
料
で
派
遣
す

る
な
ど
効
果
的
な
支
援
に
取
り
組
み

ま
す
の
で
、
経
営
上
の
お
悩
み
が
あ

れ
ば
商
工
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

も
の
で
、
本
年
五
月
三
十
日
か
ら
事

業
を
ス
タ
ー
ト
し
、
企
業
の
経
営
力

向
上
や
創
業
、
事
業
承
継
な
ど
様
々

な
経
営
課
題
の
解
決
に
向
け
た
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
表
彰
に
当
た
っ
て

は
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
覆
面
調

査
員
に
よ
る
満
足
度
調
査
、
支
援
実

績
な
ど
を
基
に
評
価
が
行
わ
れ
、
利

用
者
で
あ
る
中
小
企
業
か
ら
み
て
満

地
域
力
連
携
拠
点
事
業

『
県
連
合
会
が 

優
秀 

地
域
力
連
携
拠
点 

を
受
賞
』



訃
報

　

県
連
合
会
理
事
で
雲
南
市
商

工
会
長
の
吉
原
邦
行
氏
（
七
十

才
）
が
十
一
月
二
十
九
日
、
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
故
人
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
、
謹
ん
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

〈
略
歴
〉

　

平
成
七
年
～
吉
田
村
商
工
会
長

　

平
成
十
九
年
～
雲
南
市
商
工
会
長

　

平
成
十
三
年
～
県
連
合
会
理
事

　

平
成
十
八
年
四
月　

黄
綬
褒
章
を
受
章
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農
商
工
等
連
携
事
業
計
画
は
、
中

小
企
業
者
と
農
林
漁
業
者
と
が
連
携

し
て
行
う
具
体
的
な
事
業
計
画
で

す
。
こ
の
事
業
の
認
定
を
受
け
た
事

業
者
に
対
し
て
は
、
専
門
家
に
よ
る

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
ほ
か
、
試
作
品

開
発
や
販
路
開
拓
に
対
す
る
補
助
、

設
備
投
資
減
税
、
中
小
企
業
信
用
保

険
法
の
特
例
、
政
府
系
金
融
機
関
の

低
利
融
資
等
の
支
援
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

農
商
工
等
連
携
促
進
法
の
施
行
後

初
め
て
の
認
定
を
受
け
た
商
工
会
関

係
の
二
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

①
農
業
生
産
法
人
有
限
会
社
桃
源
と

有
限
会
社
日
吉
製
菓
（
連
携
参
加

者
キ
ョ
ー
ワ
ガ
ス
産
業
株
式
会

社
）
の
「
出
雲
産
果
実
（
ブ
ド
ウ
、

柿
、
い
ち
じ
く
な
ど
）
を
活
用
し

た
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
商
品
の
改

良
・
開
発
及
び
販
路
拡
大
」
事
業

　

島
根
特
産
デ
ラ
ウ
エ
ア
の
需
要
減

少
か
ら
巨
峰
等
大
粒
品
種
に
転
換
を

図
っ
て
い
た
桃
源
は
、
二
級
品
の
有

効
活
用
を
図
る
た
め
、
日
吉
製
菓
と

の
あ
ん
ぽ
柿
製
造
技
術
を
応
用
し
干

し
ぶ
ど
う
の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

枝
付
き
干
し
ぶ
ど
う
は
海
外
で
は

ワ
イ
ン
と
の
相
性
の
よ
さ
か
ら
酒
肴

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
干

し
ぶ
ど
う
の
殆
ど
が
輸
入
品
で
、
国

内
産
の
干
し
ぶ
ど
う
は
珍
し
く
、
試

作
品
に
対
す
る
高
級
百
貨
店
等
か
ら

の
反
応
は
非
常
に
高
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
事
業
で
国
内
産
の
安

心
で
き
る
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
と
し
て

の
市
場
開
拓
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

②
有
限
会
社
本
田
商
店
と
い
ず
も
八

山
椒
有
限
会
社
の
「
島
根
県
雲
南

市
の
山
椒
を
活
用
し
た
和
風
パ
ス

タ
ソ
ー
ス
と
、
そ
ば
製
造
技
術
を

活
か
し
た
生
パ
ス
タ
を
セ
ッ
ト
に

し
た
新
商
品
開
発
・
販
売
」
事
業

　

そ
ば
の
製
造
を
手
掛
け
る
本
田
商

店
は
、
そ
ば
の
市
場
が
頭
打
ち
の
状

態
に
対
し
パ
ス
タ
市
場
は
拡
大
を
続

け
て
い
る
こ
と
に
目
を
つ
け
、
そ
ば

の
製
造
技
術
を
活
か
し
生
パ
ス
タ
の

製
造
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
の
生
パ
ス
タ
の
ソ
ー
ス
開
発

を
計
画
し
て
い
た
際
、
雲
南
市
や
商

工
会
の
紹
介
で
い
ず
も
八
山
椒
と
連

携
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

パ
ス
タ
の
ソ
ー
ス
は
こ
れ
ま
で
に

も
日
本
の
食
材
と
組
み
合
わ
さ
れ
独

自
の
商
品
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
山
椒
を
使
っ
た
ソ
ー
ス
は

バ
ジ
ル
に
代
え
て
山
椒
を
使
う
こ
と

で
さ
わ
や
か
さ
と
辛
味
が
活
か
さ
れ

た
和
風
の
ソ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
で
若
者
や
女
性
、
そ
し
て

健
康
志
向
の
消
費
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
販
路
開
拓
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

農
商
工
等
連
携
事
業

第
一
号
認
定


